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仏
教
英
語
研
修

　
▼
W
F
B
の
執
行
委
員
会
が
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
会
長
の

プ
ー
ン
殿
下
を
は
じ
め
七
名
の
執
行
委

員
が
来
日
さ
れ
た
が
、
や
は
り
言
葉
の

苦
労
は
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
。
会
議
室

へ
案
内
す
る
の
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

乗
る
の
も
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ス
マ
イ
ル
だ

け
で
あ
る
。

　
▼
さ
い
わ
い
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒

会
議
日
本
大
会
の
開
催
を
明
年
に
ひ
か

え
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
「
仏
教
英

語
学
生
養
成
研
修
」
が
企
画
さ
れ
、
五

月
十
二
日
か
ら
は
毎
週
一
回
の
研
修
会

が
開
か
れ
て
い
る
。
毎
回
三
十
数
名
が

出
席
し
、
会
場
に
入
れ
な
い
く
ら
い
の

盛
況
は
事
務
局
と
し
て
は
臥
し
い
こ
と

で
あ
る
。

　
▼
こ
の
研
修
生
が
明
年
の
大
会
で
は

活
躍
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

将
来
、
日
本
仏
教
を
海
外
に
お
い
て
広

宣
流
布
し
て
く
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

わ
け
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
二
十
一
世
紀

に
お
く
る
仏
陀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
使

者
に
ふ
さ
わ
し
く
、
た
の
も
し
い
学
生

諸
君
で
あ
る
。

（写^は、
W
F
B
本
部
・
全
日
仏
合
同
会
議
で
挨
拶
す
る
W
F
B
会
長
の
プ
ー
ン
殿
下
闘
二
面
参
照
）
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会
期
・
テ
ー
マ
な
ど
を
確
認

W
F
B
執
行
委
員
会
開
か
る

　
世
界
仏
教
会
（
会
長
・
プ
ー
ン
殿
下
、
本
部
バ
ン
コ
ッ
ク
）
の
運
営
一
般
事
項
を
審
議
す
る

執
行
委
員
会
は
、
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
を
明
年
に
ひ
か
え
、
そ
の
討
議
、
打

ち
合
せ
等
を
含
め
て
、
五
月
二
十
一
日
午
前
九
時
よ
り
、
東
京
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
特
に
世
界
仏
教
会
（
W
F
B
）
と
全
日
本
仏
教
会
（
J
B
F
）
と
の
合

同
会
議
が
も
た
れ
、
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
の
開
催
要
項
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　
W
F
B
本
部
・
執
行
委
員
一
行
は
プ
ー
ン
会

長
、
ク
ー
・
レ
オ
・
フ
ー
ン
副
会
長
、
テ
ー
・

テ
ン
・
チ
ュ
ー
執
行
委
員
、
プ
ラ
サ
ー
ト
事
務

総
長
、
コ
タ
ニ
事
務
次
長
、
マ
リ
カ
事
務
総
長

写
真
は
同
時
通
訳
使
用
の
執
行
委
員
会

補
佐
が
十
九
日
午
後
十
時
に
来
日
、
ま
た
ミ
ヤ

バ
ラ
副
会
長
が
二
十
日
に
来
日
し
た
。

　
【
W
F
B
執
行
委
員
会
】
執
行
委
員
会
は
二

十
一
日
午
前
九
時
よ
り
、
京
王
プ
ラ
ザ
四
十
一

階
の
四
一
三
三
号
室
で
開
か
れ
、
W
F
B
本
部

と
執
行
委
員
、
日
本
か
ら
は
田
辺
哲
崖
理
事
長

（
執
行
委
員
）
の
代
理
と
し
て
鱒
渕
正
浩
事
務

総
長
と
鎌
田
国
際
部
長
が
出
席
、
松
涛
弘
道
師

（
午
後
は
佐
藤
良
純
師
）
の
通
訳
で
始
め
ら
れ

次
の
検
討
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

　
一
、
ユ
ネ
ス
コ
・
N
O
G

　
非
政
府
団
体
（
国
連
に
加
盟
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
）
の
問
題
は
、
再
三
本
部
よ
り
手
紙
を
出

し
て
い
る
が
ユ
ネ
ス
コ
よ
り
返
事
が
な
い
と
報

告
さ
れ
た
。
し
か
し
台
湾
に
つ
い
て
は
、
同
じ

仏
教
徒
と
し
て
、
一
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
認

め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
一
、
表
彰
規
定

　
W
F
B
に
貢
献
の
あ
っ
た
人
に
対
す
る
表
彰

の
規
定
に
つ
い
て
は
、
本
部
案
を
原
則
的
に
了

解
し
た
。

　
一
、
ル
ン
ビ
ニ
計
画

　
す
で
に
丹
下
博
士
よ
リ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が

出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
仏
誕
の
聖
地
で
も
あ
る

の
で
具
体
化
し
た
い
が
、
資
金
の
面
も
あ
り
す

ぐ
に
は
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
一
、
第
十
二
回
大
会

　
会
期
な
ど
を
確
認
。
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
英

文
の
字
句
を
一
部
訂
正
し
た
。
ま
た
本
部
よ
り

大
会
に
は
サ
ヤ
ン
前
首
相
等
の
来
賓
を
招
待
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
一
、
加
盟
申
請

　
イ
ン
ド
か
ら
四
セ
ン
タ
ー
の
加
盟
申
請
が
提

出
さ
れ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
イ
ン
ド
は
細
分
化

さ
れ
て
い
る
の
で
見
送
り
と
な
っ
た
。
。

　
一
、
マ
ハ
臥
ボ
デ
ィ
・
ア
シ
ョ
カ
・
ビ
ハ
ラ

　
一
、
マ
ラ
ラ
セ
ー
ケ
ラ
博
士
教
育
基
金

　
一
、
会
計
報
告

　
そ
の
他
と
し
て
、
W
F
B
Y
の
問
題
が
討
議

さ
れ
た
が
、
現
在
Y
の
活
動
は
停
止
状
態
で
あ

る
の
で
、
五
月
末
日
に
Y
の
代
表
を
ま
じ
え
て

本
部
で
こ
の
問
題
を
話
し
合
う
こ
と
で
了
解
し

午
後
四
時
半
終
了
し
た
。

　
【
W
F
B
本
部
・
全
日
仏
合
同
会
議
】

　
合
同
会
議
は
四
十
三
階
「
コ
メ
ッ
ト
」
で
開

か
れ
、
大
谷
光
暢
会
長
（
W
F
B
副
会
長
）
と

プ
ー
ン
殿
下
の
挨
拶
の
あ
と
、
麻
布
事
務
総
局

長
よ
り
日
本
大
会
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
同
時
通
訳
を
使
用
し
て
次
の
事
項

に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。

　
①
大
会
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　
「
二
十
一
世
紀
に
お
く
る
仏
陀
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
英
文
の
訳

が
か
な
ら
ず
し
も
言
葉
通
り
で
な
い
が
、
大
意

は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
了
承
。

　
②
仏
教
徒
以
外
の
大
会
出
席
の
原
則

　
過
去
の
大
会
例
も
あ
り
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
は
出
席
を
認
め
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　
③
そ
の
他

　
主
催
に
つ
い
て
は
、
日
本
が
責
任
を
も
っ
て

遂
行
し
、
W
F
B
本
部
が
補
佐
す
る
と
い
う
こ

と
で
了
承
。
共
産
主
義
国
等
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
仏
教
徒
と
し
て
連
絡
を
と
り
招
請
す
る
。

こ
の
リ
ス
ト
は
本
部
で
調
査
し
日
本
に
送
付
す

る
こ
と
で
了
承
。
招
待
状
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

プ
ー
ン
会
長
署
名
入
の
開
催
案
内
状
を
本
部
よ

り
発
送
、
次
に
日
本
よ
り
正
式
招
待
状
を
各
セ

ン
タ
ー
に
送
る
と
い
う
こ
と
で
合
意
し
た
つ
外

貨
事
情
の
悪
い
国
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
む
ず

か
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
一
ケ
国
で
も
多
く

参
加
で
き
る
よ
う
日
本
側
に
て
努
力
を
こ
こ
ろ

み
る
と
い
う
こ
と
で
了
解
さ
れ
た
。

　
合
同
会
議
の
出
席
者
は
、
W
F
B
側
か
ら
プ

ー
ン
会
長
以
下
、
プ
ラ
サ
ー
ト
、
マ
リ
カ
、
ミ

ヤ
バ
ラ
、
T
・
T
・
チ
ュ
ー
、
コ
タ
ニ
、
K
・

L
・
フ
ン
の
各
氏
、
全
日
仏
側
は
大
谷
光
暢
会

長
以
下
、
鱒
渕
正
浩
、
浅
井
調
教
、
桜
井
大
乗

真
渓
義
貫
、
若
林
隆
光
、
麻
布
照
海
、
安
藤
義

祐
、
加
藤
海
晃
、
竜
山
哲
成
、
来
馬
規
雄
、
鎌

田
良
昭
の
葺
師
、
司
会
進
行
は
松
涛
弘
道
師
。
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仏
教
英
語
研
修
会

鉛
数
名
が
応
募
で
開
く

　
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
日

本
大
会
の
記
念
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た
「
仏

教
英
語
学
生
養
成
」
は
、
仏
教
英
語
の
研
修
を

通
し
て
国
際
的
視
野
を
ひ
ろ
め
、
海
外
と
の
仏

教
文
化
交
流
の
場
で
活
躍
す
る
者
を
育
成
す
る

こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
研
修
生
を
仏
教
系
大
学
を
中
心
に
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
三
十
数
名
が
応
募
し
、
さ
っ

そ
く
五
月
七
日
午
後
六
時
よ
り
浜
田
ビ
ル
（
東

京
浅
草
）
に
お
い
て
、
花
山
勝
友
、
佐
伯
真
光

田
村
完
誓
の
各
記
念
事
業
委
員
を
中
心
に
オ
リ
「

エ
ン
テ
ノ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
開
設
さ
れ
た
意

図
、
目
的
な
ど
の
説
明
に
つ
づ
い
て
研
修
の
学

生
と
話
し
合
い
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は

次
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

　
【
研
修
日
】
毎
週
一
回
目
し
、
第
一
月
曜
日

（
花
山
・
田
村
）
、
第
二
木
曜
日
（
佐
伯
）
、

第
三
月
曜
日
（
松
涛
）
、
第
四
木
曜
日
（
小
笠

原
・
田
村
）
に
六
時
よ
り
行
う
。

　
【
夏
期
合
宿
】
夏
休
み
中
に
一
週
間
程
度
の

集
中
研
修
を
実
施
す
る
。
場
所
未
定
◎

　
第
一
回
研
修
会
は
五
月
十
二
日
、
佐
伯
先
生

の
担
当
で
開
か
れ
、
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
を
使

用
し
て
講
義
が
は
じ
め
ら
れ
た
。

　
第
二
回
は
松
涛
先
生
が
担
当
し
、
益
自
身
で

出
版
さ
れ
た
英
文
仏
教
入
門
を
研
修
生
全
員
に

配
布
を
し
て
講
義
を
し
た
。
　
（
第
三
回
か
ら
は

会
場
を
東
京
新
宿
・
常
円
寺
に
移
し
て
開
催
す

る
こ
と
と
な
っ
た
）
。

初
の
接
待
委
員
会
開
く

　
第
一
回
接
待
委
員
会
（
板
橋
宥
成
委
員
長
）

は
、
四
月
二
十
五
日
午
前
十
時
よ
り
、
全
仏
会

議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
大
要
次
の
よ
う
な

話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
。

一
、
渉
外
・
式
典
と
の
連
絡

　
来
日
す
る
外
国
代
表
団
の
詳
細
な
日
程
（
食

事
、
変
更
、
帰
国
、
ホ
テ
ル
な
ど
）
を
渉
外
と

連
絡
を
と
り
作
成
す
る
。

一
、
入
国
・
移
動
に
つ
い
て

　
羽
田
税
関
へ
の
出
入
り
、
関
西
等
へ
の
移
動

バ
ス
会
社
と
の
契
約
、
都
内
見
学
な
ど
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
す
る
◎

一
、
運
営
局
会
議
に
つ
い
て

　
運
営
局
の
式
典
、
会
議
の
両
委
員
会
と
合
同

で
運
営
局
会
議
を
開
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
に
よ
り
会
場
・
時
聞
書
を
把
握
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

広
報
も
第
一
回
委
員
会

　
第
一
回
広
報
委
員
会
（
村
野
宣
忠
委
員
長
）

は
五
月
九
日
午
後
一
時
置
り
全
篇
会
議
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
次
の
議
題
に
そ
っ
て
話
し
あ

わ
れ
た
。

一
、
副
委
員
長
選
任
の
件

　
副
委
員
長
に
佐
藤
良
純
師
を
選
出
し
た
。

一
、
業
務
分
担
に
関
す
る
件

　
④
広
報
紙
に
つ
い
て
　
国
内
向
広
報
紙
に
つ

い
て
は
当
分
の
間
「
全
仏
」
誌
に
W
F
B
欄
を

設
け
、
内
容
を
充
実
さ
せ
て
こ
れ
に
換
え
る
。

国
外
向
広
報
紙
に
つ
い
て
は
ニ
ュ
ー
ス
レ
リ
ー

ズ
的
な
も
の
を
随
時
発
行
し
、
各
国
W
F
B
加

盟
セ
ン
タ
ー
に
送
付
す
る
。

　
◎
ポ
ス
タ
ー
等
に
つ
い
て
　
各
宗
派
宗
務
総

長
に
対
し
、
各
宗
派
三
滝
・
新
聞
等
に
広
報
掲

載
方
を
事
務
総
長
よ
り
申
し
入
れ
て
も
ら
う
。

ポ
ス
タ
ー
作
製
の
時
期
に
つ
い
て
は
今
後
研
究

す
る
が
、
大
会
P
R
の
広
報
は
新
聞
等
で
広
告

掲
載
す
る
。
㌧

　
そ
の
他
に
委
員
増
員
の
意
見
が
あ
っ
た
。

関
西
実
行
委
員
合
同
会
議

．
事
務
局
か
ら
三
部
長
出
席

　
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
の
関
西
実
行
委

員
合
同
会
議
が
、
．
五
月
十
六
日
午
前
十
時
よ
り

京
都
・
知
恩
院
和
順
会
館
第
一
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

　
会
議
は
事
務
局
か
ら
市
橋
、
鎌
田
、
滝
の
三

部
長
が
出
席
し
、
関
西
方
面
の
出
席
二
十
六
名

の
実
行
委
員
と
①
勧
募
に
つ
い
て
②
京
都
に
お

け
る
大
会
日
程
案
と
運
営
に
つ
い
て
の
二
点
に

つ
い
て
話
し
あ
わ
れ
た
。

　
①
に
つ
い
て
は
関
西
方
面
の
事
項
、
特
に
勧

募
方
法
に
つ
い
て
説
明
、
お
お
む
ね
了
解
さ
れ

た
。
②
に
つ
い
て
は
特
に
会
場
の
問
題
が
だ
さ

れ
、
京
都
国
際
会
館
を
利
用
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
事
務
局
な
ら
び
に
会
議

委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
他

京
都
に
お
け
る
種
々
の
問
題
点
が
出
さ
れ
る
な

ど
関
西
の
実
行
委
員
の
熱
気
が
強
く
感
じ
ら
れ

る
会
議
で
あ
っ
た
。

第
三
回
総
務
委
員
会

　
第
三
回
総
務
委
員
会
（
白
川
委
員
長
）
は
五

月
十
三
日
午
後
二
時
半
よ
り
、
東
京
・
芝
の
曹

洞
宗
々
務
庁
会
議
室
に
お
い
て
、
次
の
議
題
に

つ
い
て
．
討
議
さ
れ
た
。

　
◎
実
行
委
員
の
追
加
推
薦
と
し
て
埼
玉
県
仏

日
蓮
宗
、
全
日
仏
青
、
東
京
B
C
よ
り
の
推
薦

旧
師
を
了
承
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
・

　
◎
W
F
B
執
行
委
員
会
を
五
月
二
十
一
日
に

開
く
こ
と
を
説
明
報
告
。

　
◎
実
行
委
員
会
規
則
に
つ
い
て
は
、
多
少
の

問
題
点
も
あ
る
が
原
則
的
に
一
応
了
解
、
あ
と

理
事
長
と
相
談
す
る
。

　
◎
組
織
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
特
に
新
宗
教

の
問
題
に
ふ
れ
、
大
局
的
に
は
そ
れ
ら
の
人
々

も
含
ん
で
や
っ
た
ら
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
◎
そ
の
他
に
外
貨
事
情
の
悪
い
国
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
問
題
が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
国
を

招
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
，
今
後
研
究
を
し
て
来

日
で
き
る
よ
う
努
力
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
で
了

解
さ
れ
た
。

”
輪
一
＝
一
撃
8
齢
」
一
一
一
＝
噛
の
「
≡
＝
＝
．
一
・
亀
噂
一
≡
b
．
ダ
塾
≡
＝
．
一
＝
一
一
p
・
一
軸
，
一
＝
，
≡
一
一
：
こ
騨
一
＝
1
7

11，「量馳811111’・竃馳811111，0巳亀‘1111冒」臼II・‘lllIJ唇澗塾‘111置■∬，鷺暫　‘1111，置曜も‘置重111置，電亀　11111，●阻竃4躍置躍113，●1暉‘冨ll邑，●壁・

【
W
F
B
大
メ
モ
】

大
会
開
催
地

第
1
回
　
コ
ロ
ン
ボ

第
2
回
　
東
京
・
京
都

第
3
回
，
ラ
ン
グ
ー
ン

第
4
回
カ
ト
マ
ン
ズ

第
5
回
バ
ン
コ
ッ
ク

第
6
回
，
プ
ノ
ン
ペ
ン

第
7
回
　
サ
ル
ナ
ー
ト

第
8
回
チ
ェ
ン
マ
イ
・

第
9
回
　
ペ
ナ
ン

第
1
0
回
　
コ
ロ
ン
ボ

第
1
1
回
”
バ
ン
コ
ッ
ク

第
1
2
．
回
．
東
京
・
京
都

51

D
留
＝
零
．
口
乙
一
“
一
一
＝
．
。
ご
二
富
言
舳
一
。
剛
＝
鱒
＝
「
」
も
＝
一
＝
3
「
一
一
一
一
一
口
」
♂
・

セ
イ
ロ
ン
　
㎜

四
躰
マ
｝

ネ
パ
ー
ル
　
…

・
タ
イ
　
　
　
岬

カ
ン
ボ
ジ
ア
…

イ
ン
ド
　
　
…

腋囲

C
シ
ア
…

ス
リ
ラ
ン
カ
、
矧

タ
イ
　
　
．
．
…

日
本
　
　
　
肌

　
　
　
＝
一
一
一
一
．
の
レ
」
＝
＝
，
‘

一3｝
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第3種郵便物認可昭和52年5月1日

雪
颪
全
日
本
仏
教
会
の
事
業
報
告

ω
　
事
業
の
状
況

　
一
、
加
盟
仏
教
団
体
相
互
の
連
絡
・
提
携
お

よ
び
親
睦

　
○
昭
和
5
1
年

8　 88　 7　 776　
5

　　●　●〃・　　●　●　●　　●

28　83　21　913　19
5　5444　4●〃●　・　●　・〃●
17　　　　1　28　27　23　　　　17

4　4・〃●
12　8
孝
道
山
花
ま
つ
り
出
席

泉
涌
寺
七
五
〇
遠
忌
参
列

常
務
理
事
会
、
全
仏
役
員
懇

親
会
信
貴
山
管
長
就
任
祝
電

千
葉
県
仏
総
会
出
席

静
岡
県
仏
戦
災
法
要
打
電

監
査
会

鑛
仰
会
公
開
討
論
会
出
席

理
事
会

東
京
本
願
寺
藤
ま
つ
り
出
席

醍
醐
山
開
創
千
百
年
慶
讃
法

要
出
席

臨
済
宗
相
国
寺
三
管
長
遷
化

弔
電
浄
土
門
主
再
任
祝
賀
会
出
席

埼
玉
県
仏
理
事
会
出
席

仏
教
鎭
仰
三
都
民
お
盆
ま
つ

り
出
席

宗
務
総
長
会

常
務
理
事
会

念
書
真
教
立
教
開
宗
祭
祝
電

孝
道
山
副
遠
州
大
僧
正
就
任

披
露
出
席

浄
土
宗
前
宗
務
総
長
本
葬
弔

電

3　3　2
●　　　　●

26　9

1　1
●　　　　　●

2623

　　○
　　昭

1和12　12
・　52　・　〃

22年23　　8

12　11　11　11　11　11　11　10
●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●

2　　30　21　15　11　　2　　1　　28

1010　9

21　5　16

9　9　9
●　　　　　●　　　　　●

14　9　1

栗
本
常
務
理
事
本
葬
参
列

東
日
本
詠
歌
連
盟
大
会
出
席

西
山
各
派
合
同
念
仏
の
つ
ど

い
祝
電

理
事
会

大
阪
府
仏
大
会
祝
電

仏
教
興
隆
協
会
ブ
ダ
ガ
や
結

集
委
員
会
出
席

豊
山
派
管
長
就
任
式
出
席

信
貴
山
晋
山
式
祝
電

東
仏
理
事
会
出
席

仏
婦
大
会
出
席

長
谷
寺
晋
山
式
出
席

長
野
県
仏
大
会
出
席

常
務
理
事
会

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
成

道
会
出
席

東
仏
成
道
会
出
席

大
阪
府
仏
成
道
会
規
電

宗
務
総
長
会

全
日
仏
青
総
会
出
席

孝
道
山
副
統
理
本
葬
参
列

常
務
理
事
会
・
宗
務
総
長
会

・
理
事
会
・
評
議
員
会

　
宗
派
紋
章
収
集

戦
災
慰
霊
法
要
参
列

仏
教
文
化
伝
道
賞
贈
呈
式
出

席

二
、
仏
教
教
化
運
動
の
総
合
的
企
画
お
よ
び

促
進
　
○
昭
和
5
1
年

　
　
　
4
・
2
7

　
　
　
5
・
2
6

　
　
8
・
1
8

　
　
8
・
2
5

　
　
～
2
6

　
　
9
・
1
4

　
　
9
・
2
9

　
　
1
0
・
6

　
　
1
0
・
1
3

　
　
1
0
・
3
0

昭
和
5
2
年

　
　
3
・
2
3

典
」
の
普
及

三
、○
昭
和
5
1
年

会
出
席

　
　
6
●
∩
φ

　
　
7
●
6

　
　
　
　
2

　
　
～
8

　
　
　
2

　
　
0
ソ
　
●
　
－
占

　
　
0
　
　
4

　
　
1
．
1

　
　
0
　
　
一
b

　
　
－
．
2

　
　
0
　
　
　
ワ
u

　
　
－
●
2

　
　
　
8

　
　
～
2

　
　
ー
ム
　
　
『
0

　
　
1
．
2

　
　
～
0

　
　
　
3

「
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
」

　
　
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の
連
絡

毎
月
一
回
、
日
本
宗
教
連
盟
理
事
会
・
幹
事

随
時
W
C
R
P
幹
事
会
出
席

　
　
　
　
　
救
う
イ
協
会
仏
像
奉
安
式
出

　
　
　
　
　
席

　
　
　
　
　
　
A
B
C
P
大
会
出
席

文
化
会
議
運
営
委
員
会

文
化
会
議
打
合
会

青
年
の
船
打
合
会

日
本
仏
教
文
化
圏
議

青
年
の
船
打
合
会

青
年
の
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議　
　
　
　
　
〃

青
年
の
船
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
〃

文
化
專
門
委
員
会

　
　
　
　
・
「
全
一
仏
教
聖

震
災
慰
霊
法
要
供
花

仏
教
タ
イ
ム
ス
座
談
会
出
席

仏
教
タ
イ
ム
ス
三
十
周
年
祝

賀
会
出
席

W
C
R
P
事
前
研
究
会
出
席

W
C
R
P
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大

会
出
席

○
昭
和
5
2
年

　
　
1
・
2
6
　
自
民
党
党
大
会
出
席

　
　
3
・
2
3
　
文
化
庁
事
業
報
告
会
出
席

四
、
各
種
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び
育
成

○
昭
和
5
1
年

毎
月
一
回
、

　
　
　
4
・
1
4

　
　
　
4
・
2
7

　
　
　
5
・
1
5

　
　
　
5
・
1
6

　
　
　
～
1
7

　
　
　
ワ
■
　
　
「
0

　
　
　
7
　
1
7

　
　
　
8
・
3
0

　
　
　
1
0
・
1
8

　
　
　
1
2
・
2

　
　
　
1
2
・
7

　
　
　
～
0
り

　
　
　
1
2
・
9

　
0
昭
和
5
2
年

　
　
　
2
・
2
4

　
　
　
3
・
1
2

　
五
、

「
全
量
」
誌
発
行

全
仏
三
重
大
会
打
合
会

　
　
〃
　
　
幹
事
会

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会

議第
2
4
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

三
重
大
会

組
織
専
門
委
員
会

国
際
専
門
委
員
会

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

ブ
ダ
ガ
や
結
集
（
第
2
回
）

協
賛
組
織
専
門
委
員
会

全
仏
埼
玉
大
会
準
備
委
員
会

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
各
国
の
W
F
B
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
国

仏
教
団
体
と
の
連
絡

　
○
昭
和
5
1
年

12

13

12　　11　　5
●　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　o

10　　16　　13

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
孤
児
院
落

慶
式
出
席

ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
カ
記
念
柱

（
ダ
ッ
カ
）
落
成
式
出
席

W
F
B
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
代

表
来
日

W
F
B
韓
国
代
表
来
日

随
時
英
文
全
仏
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

一4一



全　　　　仏
第3種郵便物認可 昭和52年5月1日

昭和引年度財団法人全日本仏教

歳　三

歳　出

予
決
心
決

算
算
盤
算

額
額
額
額

歳入歳出決算剰余金

　　　　　会歳入歳出決算書

金45，002，000円

金44，258，506円

金45，002，000円

金40，305，475円

金3，953，031円

監査の結果証愚も完備し収支が適正に行われていたことを認めます。

　　昭和52年5月9日　監事船倉暉子㊥
　　　　　　　　　　　　　　監事　植松　威　㊥

〆『 ﾎ入の部
項 目 対 予　　　算

款 項 目
予　算　額 収入済額

収入超過額 収入未済額

1．負　担　金 40，344，000 38，851，000 1，493，000

1．各宗派負担金 36，208，000 35，646，000 562，000
2．四団体負担金 4，136，000 3，205，000 931，000

2．寄　付　金 200，000 0 200，000
3．未納徴収金 300，000 739，000 439，000

4．基金果実 990，000 999，goo 9，goo

5．雑　収　入 400，000 662，869 262，869
6．繰　越　金 2，768，000 3，005，737 237，737

歳 入　　　　計 45，002，000 44，258，506 743，494

歳出の部
科 目 0増　△減

款 項 目 予算額 支出即諾
流　用　額

予算不用額 付　　　　記

1．事務総局費 27，980，000 26，800，914 0 1，179，086
1．人　件　費 16，900，000 16，903，612 0　3，612 0

1．職員奉給 7，500，000 79500，000 0 0
2．諸　　　　給 7，700，000 7，613，623 △　86，377 0 三目へ流用
3．厚　　生　　費 700，000 789，989 0　89，989 0 二目、二項七目より流用

4．退職積立金 1，000，000 1，000，000 0 0
2．事　務　費 5，180，000 4，715，704 △　　3，612 460，684

1．借館借室費 1，680，000 1，560，000 0 120，000
2．通　　信　　費 2，000，000 1，949，943 0 50，057

3．消　耗　品 200，000 201，431 0　　1，431 0 六目より流用
4．光　　熱　　費 350，000 250，034 0 99，966
5．備　　品　　費 300，000 246，700 0 53，300
6．印　　刷　　費 400，000 322，530 △　　1，431 76，039 三目へ流用
7．諸　雑　　費 250，000 185，066 △　　3，612 61，322 一項三目へ流用

3．旅　　　費 2，000，000 1，688，980 0 311，020
4．関西事務局費 1，700，000 1，700，000 0 0
3．渉　外　費 2，200，000 1，792，618 0 407，382

2．総務局費 3，530，000 2，784，171 0 745，829
1．会　議　費 1，580，000 1，220，199 0 359，801

1．理事会費 330，000 256，035 △　　8，730 65，235 二目へ流用
2．評議員会費 370，000 378，730 0　　8，730 0 一目より流用
3．各種委員会費 430，000 162，100 0 267，900

4．諸会議費 450，000 423，334 0 26，666
2．共通事項処弁費 1，600，000 1，343，952 0 256，048
3．調査研究費 350，000 220，020 0 129，980

3．組織局費 4，800，000 4，274，083 0 525，917
1．組織強化費 4，000，000 3，973，133 0 26，867

1．組織強化費 1，000，000 973，133 0 26，867
2．国内仏教徒会議費 3，000，000 3，000，000 0 0

2．時局対策費 800，000 300，950 0 499，050
4。国際文化局費 7，100，000 6，419，240 0 680，760

1．国際運動費 2，750，000 2，795，385 0　45，385 0

1．WFB関係費 1，900，000 1，666，011 △233，989 0 二目へ流用
2．国際仏教交流費 450，000 727，000 0277，000 0 一目、三項一目より流用
3．渉　外　費 400，000 402，374 0　　2，374 0 三項一目より流用

2．文化会議費 1，500，000 1，250，419 0 249，581

1．文化会議費 900，000 749，519 0 150，481

2．紀要作成費 600，000 500，900 0 99，100
3．．教化　費 350，000 0 △　45，385 304，615

1．教化諸費 350，000 0 △　45，385 304，615 一項二臥一項三目へ流用
4．機関紙発行費 2，500，000 2，373，436 0 126，564

5．雑　　　費 100，000 27，067 0 72，933
6．予　備　費 1，492，000 0 0 1，492，000

歳 出 計 45，002，000 40，305，475 0 4，696，525
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全　　　仏
第3種郵便物認可昭和52年5月1日

参
院
選
全
仏
の
推
薦
候
補

新
た
に
認
可
が
き
ま
る

　
七
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
、
全
日
本
仏
教

会
で
は
立
候
補
予
定
者
に
推
薦
状
を
交
付
、
支

援
す
る
。
①
推
薦
団
体
　
②
略
歴
　
③
現
職

　
－
地
　
方
　
区
一

（
東
京
都
）

　
原
文
兵
衛
餌
歳
自
民
・
現

（
岐
阜
県
）

浅
　
野
　
ひ
ろ
む

一
宮
　
国
　
区
1
1

西
　
村
　
尚
　
治

①
東
京
都
仏
②
東
大

卒
長
野
・
神
奈
川

県
警
本
部
長
警
視

総
監
　
参
院
地
方
行

政
委
員
長
③
参
議
院

議
員

50

ﾎ
自
民
・
新

①
岐
阜
県
仏
②
早
稲

　
田
大
卒
　
三
野
工
業

社
長
　
四
期
連
続
県

会
議
員
③
自
民
党

県
連
政
調
会
長
　
岐

阜
県
議
会
議
長

66

ﾎ
自
民
・
現

①
日
蓮
宗
②
東
大
卒

郵
政
事
務
次
官
全

国
特
定
郵
便
局
長
会

顧
問
内
閣
常
任
委

員
長
国
務
大
臣
総

理
府
総
務
長
官

増
　
岡
　
康

纒
翻
　

縄
鞠

治
　
5
2
歳
自
民
・
新

　
　
欄
①
福
岡
県
仏
教
会
②

　
　
　
東
大
土
木
科
卒
内

　
置
務
省
建
設
関
係
各
機

　
w
、
関
歴
任
③
建
設
省
河

　
　
　
川
局
長

日
韓
仏
教
交
流
協
議
会

今
秋
、
ソ
ウ
ル
で
合
同
発
会
式

　
日
韓
両
国
の
仏
教
に
よ
る
親
善
交
流
を
よ
り

一
層
深
め
る
目
的
で
、
昨
秋
に
大
韓
仏
教
総
連

合
会
の
李
南
釆
師
を
団
長
と
す
る
韓
国
仏
教
代

表
団
が
来
日
し
、
全
日
仏
関
係
者
と
も
接
触
し

懇
談
し
て
き
た
が
、
よ
う
や
く
日
本
側
の
機
熟

し
、
五
月
十
日
午
後
二
時
よ
り
墓
言
宗
国
山
派

宗
務
所
講
堂
（
東
京
都
文
京
区
）
で
開
か
れ
た

日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
設
立
準
備
委
員
会
で
、

正
式
に
発
足
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
当
日
は
設
立
準
備
委
員
の
村
野
宣
卜
師
を
議

長
に
選
出
し
て
議
事
に
入
り
、
次
の
事
項
が
決

定
し
た
。

　
①
会
則
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
原
案
通
り
承
認
。

　
②
役
員
は
次
の
各
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
会
長
・
麻
布
照
海
、
副
会
長
・
鱒
渕
正
浩

　
浜
野
堅
照
、
池
田
螢
輝
、
理
事
長
・
田
申
香

　
甫
、
常
務
理
事
十
四
名
、
理
事
二
十
六
名
、

　
事
務
局
長
・
伊
東
堅
純
、
次
長
・
大
橋
邦
正

　
な
お
事
務
局
は
事
務
局
長
宅
に
設
置
す
る
。

　
③
個
人
年
間
会
費
は
一
万
円
と
す
る
。

　
す
で
に
韓
国
側
の
協
議
会
は
、
四
月
二
十
八

日
ソ
ウ
ル
で
発
足
し
て
い
る
。
日
韓
合
同
発
会

式
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
長
が
六
月
遅
渡
場
し

打
ち
合
せ
る
が
、
十
月
下
旬
に
ソ
ウ
ル
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

国
際
専
門
委
員
会
開
く

委
員
長
に
柳
了
懇
懇
を
選
出

　
国
際
専
門
委
員
会
は
、
四
月
二
十
二
日
午
後

二
時
半
よ
り
全
仏
会
議
室
で
開
か
れ
、
左
記
の

議
案
に
つ
い
て
熱
心
に
審
議
さ
れ
た
。

　
一
、
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
岡
野
貴
美
子
委
員
長
遷
化
に
と
も
な
い
、
後

任
委
員
長
の
選
出
が
審
議
さ
れ
、
各
委
員
互
選

に
よ
り
柳
了
堅
委
員
が
万
場
一
致
で
委
員
長
に

選
出
さ
れ
た
。
な
お
副
委
員
長
の
麻
布
照
海
、

新
美
孝
道
両
師
は
留
任
と
な
っ
た
。

　
一
、
訪
日
団
に
つ
い
て

　
中
国
仏
教
会
（
台
湾
）
代
表
団
の
来
日
は
ビ

ザ
の
関
係
で
、
六
月
に
延
期
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
了
承
さ
れ
た
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
歯
寺
管
長
チ
ャ
ン
ダ
ナ
ン
ダ

大
長
老
一
行
来
日
は
、
五
月
二
十
八
日
目
来
日

す
る
が
、
丹
羽
廉
芳
、
麻
布
照
海
両
用
を
代
表

と
す
る
歓
迎
委
員
会
を
組
織
し
、
滞
在
一
週
間

の
面
倒
を
見
る
こ
と
で
了
承
。

　
（
出
席
者
）
新
美
孝
道
、
村
野
宣
忠
、
柳
了

堅
、
古
宇
田
亮
文
、
西
村
輝
成
、
織
内
七
郎

ら
リ
ロ
む
む
ロ
リ
ゆ
　
ロ
む
む
む
　
　
ロ
　
む
ロ
　
　
ロ
　
む
ロ
　
む

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

O《：＝＝》OOOOOOOOC＝：》OO⊂＝⇒OO《：＝＝》OOOOOOOO⇔OO《＝ノ｝りOOO

通用院寺

浅草通り五野趣加盟店

商店漱会私宍田
　東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

　電　話　代表　（841）4965

0（＝）OOOOOく＝＝》OOOOO《＝＝》OOく＝⊃OOく＝）OOOOOOOOOOO《＝＝＝》OO

｝

0
8
0
8
0
8
0
8
0
8
0
8
0
8
0
8
ら
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

日
宗
連
よ
リ
協
力
依
頼

　
毎
年
行
な
わ
れ
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
は
第
二
十
七
回
目
を
む
か
え
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
日
本
宗
教
連
盟
（
全
日
本
仏
教
会
な

ど
五
団
体
）
で
は
事
業
計
画
の
一
環
と
し
て
協

力
を
し
て
い
る
が
、
先
般
「
第
二
十
七
回
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
実
施
要
綱
が
、
申
央

実
施
委
員
会
よ
り
送
付
さ
れ
協
力
依
頼
が
あ
っ

た
。
全
日
仏
加
盟
の
各
宗
派
・
県
仏
・
団
体
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の
運
動
が
広
く
社
会
に

浸
透
し
ま
す
よ
う
む
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
な
お
こ
の
運
動
の
主
唱
は
法
務
省
で
、
七
月

中
の
一
ケ
月
の
期
間
と
な
っ
て
い
る
。

f，　　　　　」

　　　　“　　ア　一
轟　　　～
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全
仏
理
事
会
ひ
ら
く

51

N
度
決
算
な
ど
承
認

　
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
会
は
、
五
月
二
十
四

日
午
後
一
時
よ
り
、
東
京
本
願
寺
大
谷
ホ
ー
ル

一
階
で
開
催
さ
れ
、
田
辺
理
事
長
挨
拶
の
あ
と

議
事
録
署
名
委
員
に
藤
岡
義
昭
師
と
野
村
宗
春

師
を
選
出
し
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
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た
。　
議
案
第
四
号
「
人
事
移
動
に
つ
い
て
」

理
　
　
事
　
熊
野
竜
夫
　
退
任
　
千
葉
県
仏

　
　
〃
　
　
土
持
良
栄
　
新
任
　
　
〃

評
議
員
土
持
良
栄
退
任
顕
本
法
華
宗

　
　
〃

常
務
理
事

　
　
〃

事
務
総
長

　
　
〃

吉
永
正
晴

神
田
寛
雄

豊
原
大
潤

白
幡
憲
佑

藤
田
説
量

新退新退新
任任任任任

　
〃
本
願
寺
派

　
〃
関
西
事
務
局

　
〃

　
以
上
の
人
事
移
動
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十
一
年
度
事
業
報
告

に
つ
い
て
」

　
議
案
第
三
号
「
昭
和
五
十
一
年
度
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て
」

　
二
号
、
三
号
議
案
は
承
認
。

　
報
告
事
項
「
参
院
選
推
薦
候
補
に
つ
い
て
」

「
W
F
B
執
行
委
員
会
経
過
」
・
「
日
本
大
会

運
営
規
程
案
」
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　
　
（
出
席
者
）

　
田
辺
哲
崖
、
宮
部
薄
墨
（
代
）
、
藤
岡
義
昭

熊
野
竜
夫
（
代
）
、
阿
部
竜
正
（
代
）
、
野
村

宗
春
、
山
本
ス
ギ
、
沼
田
恵
範
（
代
）
、
別
所

弘
因
（
代
）
、
広
川
芳
雄
（
代
）
、
豊
原
大
黒

「
竃
違
涌
　
捕
憩
轟
一
，
一
環
甥
獺
翻
激
戦
鰐
報
一
報
翻
蝦
蔀
ー
ー
翼
．
一
導
、
至
聖
、
ー
ー
ー
§
，
重
要
蹴

聯聯

ｪ
将
早
掻
教
塗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ
Φ

　
野
仏
教
会
は
戦
後
い
ち
旨
く
そ
の
結
成
を

み
た
も
の
で
、
昭
和
二
十
一
年
に
は
十
七
都

　
　
　
　
　
　
．
市
の
各
々
の
仏
教
会
を
単

介
　
　
　
　
　
　
　
位
と
し
て
相
互
の
連
結
協

　
　
　
　
　
　
　
定
を
は
か
り
つ
つ
「
ま
ず

員
が
努
力
し
て
い
る
。

　
県
仏
の
事
業
達
成
の
た
め
に
、
ま
ず
（
一
）

寺
院
共
済
組
合
の
結
成
、
（
二
）
寺
院
名
鑑
の

作
製
、
（
三
）
檀
信
徒
総
代
会
の
結
成
を
企
て

真
俗
に
わ
た
る
基
盤
の
確
立
を
は
か
り
着
々

そ
の
目
的
を
達
し
つ
つ
あ
る
。

　
口
、
一
寺
■
願
運
動

ま
ず
実
践
二
葉
一
熱
運
動

つ
ね
に
「
全
一
仏
教
」
に
協
力

県
　
　
　
　
　
　
　
実
践
L
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
し
て
、
各
種
の
事
業
を
行

　
　
　
　
　
　
　
い
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
昭
和
二
十
七
年
に
は
、
第
二
回
世
界
仏
教

徒
会
議
長
野
県
大
会
を
長
野
市
善
光
寺
た
開

き
、
ま
た
昭
和
四
十
年
八
月
十
八
、
九
の
二

日
史
跡
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
長
野
大

会
を
長
野
市
民
会
館
で
開
く
な
ど
、
つ
ね
に

　
ω
「
里
親
」
の
実
施
、
十
力
寺
院
に
一
名

の
割
合
い
で
、
里
子
を
預
か
る
こ
と
に
し
家

庭
的
愛
情
に
飢
え
る
子
供
に
、
温
か
い
み
仏

の
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
に
専
念
、
大
き
な

成
果
を
あ
げ
た
（
昭
和
二
十
四
年
）

　
㈲
戦
災
孤
児
を
あ
っ
か
り
本
堂
を
開
放
す

る
な
ど
、
思
い
切
っ
た
社
会
福
祉
事
業
の
充

実
に
協
力
し
て
い
る
。

W
一
寺
蓼
一
・
・
￥
一
・
￥
尋
轟
轟
サ
・
・
￥
尋
一
毒
・
尋
・
琴
曇
・
、

　
ω
「
原
水
爆
禁
止
運
動
」
に
協
力
参
加
、

会
長
自
ら
全
国
協
議
会
の
中
央
委
員
に
就
任

す
る
な
ど
、
県
仏
と
し
て
大
い
に
平
和
運
動

を
展
開
し
て
い
る
。
　
（
昭
和
三
十
年
）

　
㈲
各
地
に
お
け
る
風
水
害
な
ど
の
被
災
者

救
済
の
た
め
に
、
托
鉢
を
実
施
し
義
援
金
の

募
集
に
つ
と
め
て
い
る
。

　
の
「
交
通
安
全
」
仏
教
精
神
に
基
く
交
通

運
動
の
実
施
、
昭
和
四
十
三
年
全
国
仏
教
徒

岐
阜
大
会
に
提
案
承
認
を
得
た
も
の
で
五
E

運
動
、
即
ち
①
科
学
技
術
（
国
凶
o
q
器
。
「
）
②

社
会
道
徳
（
国
二
で
冨
齢
8
）
③
教
育
文
化
（
国
争

信
8
什
δ
昌
）
④
連
帯
責
任
（
国
く
Φ
藁
げ
。
身
）

⑤
日
々
信
仰
（
国
く
。
曼
α
亀
）
の
五
項
目
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
仏
教
精
神
を
基
調
と

し
た
交
通
安
全
運
動
を
提
唱
、
実
施
し
て
い

る
。　
三
、
海
外
へ
の
対
応

　
ω
「
中
国
人
捕
虜
殉
難
者
」
の
遺
骨
送
還

の
運
動
を
お
こ
し
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
代

表
者
が
遺
骨
を
捧
持
し
て
中
国
を
訪
問
、
日

中
友
好
に
尽
力
し
て
き
た
。

　
＠
「
ベ
ト
ナ
ム
を
救
お
う
」
県
仏
教
青
年

連
盟
な
ど
が
中
心
と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
救
援
県

仏
教
連
絡
協
議
会
を
作
り
（
昭
和
四
十
年
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
災
孤
児
の
救
援
活
動
を
お
こ
し

医
薬
品
な
ど
金
品
を
持
参
、
代
表
者
が
現
地

を
訪
れ
慰
問
し
た
。

　
四
、
そ
の
他

　
ω
寺
院
会
員
名
簿
を
発
行
し
、
相
互
の
連

絡
を
密
に
し
て
い
る
。
県
仏
会
報
を
年
一
回

発
行
し
て
い
る
。

　
＠
県
仏
青
（
昭
和
二
十
八
年
）
県
仏
婦
人

会
（
昭
和
三
十
年
）
を
結
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
目
的
達
成
に
精
進
し
て
い
る
。

　
㈲
「
黒
い
法
要
」
の
絶
滅
に
は
県
仏
が
全

面
的
に
こ
れ
を
推
進
し
て
い
る
。
　
（
昭
和
五

十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
第
二
十
二
回
県
仏

教
徒
大
会
に
お
い
て
決
議
す
。
）

　
事
務
局
　
長
野
市
寒
菅
　
消
壷
寺

　
　
【
会
　
長
】
都
筑
玄
妙

　
　
【
副
会
長
】
　
倉
科
良
俊
、
村
木
祐

英
、
半
田
哀
求
【
事
務
局
長
】
丸
山
宗
隆
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W
F
B
執
行
委
員
会

歓
迎
夕
食
会
ひ
ら
く

　
W
F
B
執
行
委
員
会
の
た
め
来
日
し
た
プ
ー

ン
会
長
等
の
歓
迎
夕
食
会
が
、
二
十
日
、
二
十

一
日
の
両
日
に
開
か
れ
た
。

　
二
十
日
の
歓
迎
夕
食
会
は
、
芝
の
「
留
園
」

に
お
い
て
開
か
れ
、
実
行
委
員
を
疑
心
に
五
十

名
が
出
席
し
盛
大
で
あ
っ
た
。
五
雲
の
テ
ー
ブ

ル
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
来
日
の
委
員
が
座
り
、
日

本
の
実
行
委
員
の
方
々
と
の
懇
談
が
も
た
れ
て

い
た
。

　
二
十
一
日
置
夕
食
会
は
赤
坂
の
「
無
量
庵
」

で
開
か
れ
、
在
京
の
全
日
仏
理
事
を
中
心
に
三

十
名
が
出
席
、
プ
ー
ン
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
宴

に
入
り
、
全
日
仏
よ
り
記
念
品
贈
呈
や
、
仏
教

伝
道
協
会
の
沼
田
恵
範
師
よ
り
仏
書
が
そ
れ
ぞ

れ
に
贈
呈
さ
れ
る
な
ど
盛
会
で
あ
っ
た
。

　
　
◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
臨
済
宗
妙
心
寺
派
人
事

▼
妙
心
寺
派
で
は
江
西
寛
堂
宗
務
総
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
後
藤
純
一
師
が
後
任
宗

務
総
長
に
選
任
さ
れ
た
。
内
局
は
次
の
通
り
。

　
宗
務
総
長
・
後
藤
純
一
、
総
務
部
長
・
高
橋

勇
音
、
教
学
部
長
・
裁
松
完
道
、
財
務
部
長
・

土
屋
孝
喜
、
花
園
会
本
部
長
・
千
坂
二
道
、
参

揮
部
長
・
今
山
弘
毅
、
法
務
部
長
・
釈
義
雄

　
　
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

▼
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
長
野
県

仏
教
会
の
担
当
で
、
六
月
二
十
日
午
後
一
時
よ

り
善
光
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
本
堂
に
お

い
て
法
要
の
あ
と
、
午
後
二
時
よ
り
忠
霊
殿
に

て
会
議
を
お
こ
な
い
、
夕
方
よ
り
戸
倉
温
泉
に

て
懇
親
会
を
開
く
。
関
係
各
都
県
仏
に
は
6
参

加
下
さ
る
よ
う
O
用
意
下
さ
い
。

　
　
京
都
府
仏
人
事

▼
京
都
府
仏
教
会
で
は
野
々
山
龍
全
会
長
が
退

任
さ
れ
、
新
ら
し
く
伴
義
台
師
が
会
長
に
就
任

さ
れ
た
。
。

W
F
B
事
務
局
録
事
（
5
月
）

九七
日日

十十十
ユ　　　　 　ノ　ニニ　
日日日

十
八
日

十
九
日

　
二
十
日

二
十
一
日

二
十
五
日

二
十
六
日

仏
教
英
語
研
修
会

広
報
委
員
会

局
内
会
議

仏
教
英
語
研
修
会

総
務
委
員
会

十
大
宗
派
宗
務
総
長
会

関
西
実
行
委
員
と
打
ち
合
せ

仏
教
英
語
研
修
会

局
内
会
議

W
F
B
執
行
委
員
来
日

W
F
B
執
行
委
員
歓
迎
夕
食
会

W
F
B
執
行
委
員
会

W
F
B
一
全
日
仏
合
同
会
議

勧
募
第
一
、
第
二
合
同
委
員
会

仏
教
英
語
研
修
会

…
事
務
総
局
録
事
（
5
月
）
　
…

九
日

十
六
日

十
八
日

二
十
四
日

局
内
会
議

監
査
会

長
田
師
追
悼
会
出
席

全
青
協
記
念
式
典
出
席

局
内
会
議

理
事
会

千代田トラベルがおくる夏の海外旅行

ボロブドールとバリ島・シンガポールの旅
　　世界最大の仏教遺蹟インドネシアのボロブドール見学と南

　　海の楽園バリ島の休日

インド・ガンダーラ・アフガニスタン美術研究の旅

　　日印協会主催・女子美術大学教授永井信一先生同行指導

　　アジャンタ・エローラ、カシミール、ペシヤワール、カイ
　　バル峠、カーブル、バーミヤンなど

ガンダーラ・アフガニスタンの旅第11回・第12回
　　タキシラ、ペシヤワール、カイバル峠、ハッダ、カーブル
　　バーミヤン、プリホムリ、マザリシヤリフ、ラホール

スリランカ・タイ特別訪門団

　　WBF日本大会記念シリーズ（仏教タイムス社共催）スリ

　　ランカの仏跡とバンコック訪問

7月26日～8月1日　7日間

　参加費用　298，000円

8月8日～8月23日置16日間

　参加費用　485，㎜円

8月15日～8月27日　13日間

8月29日～9月10日　　ク
　参加費用　465，000円

8月23日～9月2日　11日間

　参加費用　298，000円

　この旅行はキャンディの仏歯寺のお祭りとして世界的に有名ペラヘラ期間に当ります。ペラヘラの日
程が決まるのは5月の満月を過ぎてからのため、ペラヘラを予め日程に組み入れた旅行は皆無です。こ
のたびは幸運にもキャンディ滞在中が10日間続くペラヘラの最高潮に達するときです。日本テレビ（N
TV）カメラマンが3人同行します。この好機をお逃しなく。

．，＿＿＿＿＿．＿．＿＿＿＿．．＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿＿．．．．＿． @　　　　　取扱旅行会社
i千代田トラベル制作の小冊・仏鯵拝、i　　ゴ運轍臣登録孤灯・54号
i迎希望の方に罰しており瓢はがきでi　辣講社多貿藩法・ラペル
iお申込下さい　　　　　　　　　　　　　　i　　　東京都港区南青山5丁目6番2（》号（千成ビル）
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